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3 ．結果

　 1 週問毎 に採 取 した積雪の H ＋

蓄積量の 差 と 1週間の

降雪の H ＋

沈降量か ら計算 した H ＋
流 出量 を図 1 に示 し

た 。 両年度 とも 3 月中頃の 第 5 週 目以降の H ＋

流出量は ，

全 H ＋
流出量の 60％ か ら 80％に達 した 。 また ，

’
97 年度

は
’
96 年度に比 べ て，採取当初の 2 週間の 間で約 9倍程

度の H ＋
流出が見 られた が ， O ℃ を超 える気温 の 時間が

約 5 倍あ り ， そ の平均気温 も OB ℃程高か っ たため と考

え られ る。

　 1 週間平均の 融雪水の pH を H ＋

流出量 と融雪水量か

ら計算 した。
’

96 年度は pH4 ．3〜 4．7，

’
97 年度は pH4 ．2

〜4．8 で あ っ た 。

　
’

96 年度の 層別の H ＋

蓄積量を図 2 に示 した。積雪表

面 に近い 層は H ＋

蓄積量が多 く， 地表面に近い 層は少な

い 傾向に あ り， 融雪期の第 6 週 目で は各層の H ＋

蓄積量

の 減少が 目立 っ た。 また ， H
＋

蓄積量 は最大で 700　ueq ！m2

程度で あ っ た 。 なお ，

’
97 年度も同様の 傾向が見 られ た。

4 ．ま とめ

  両年度 とも 3 月中頃の 第 5 週 目以 降の 2 週間で H ＋

流

出量 は全 H ＋

流出量の 60％ か ら 80％ に達した 。

  積雪中か らの H ＋
の 流出 は， 気温が 0 ℃ を超えて い る

時間 と気温 に関係 が あ り，
2 月で あ っ て もH ＋

が多く流

出す る こ とがある 。

  計算に よる融雪水の pH は ，
　pH4 ．2〜48 で あっ た 。

  層別 の H ＋

蓄積量は ， 積雪表面 に 近 い 層で は多い 傾向

に あ り，H ＋
蓄積 量は最大で 700　ueqlm2 程度で あ っ た 。

1 ．は じめに

　降雪地帯にお ける積雪中に は ， 水素イオ ン （H
＋

） をは じめ とする各種イオ ン が 蓄積 されて い る。

融雪期にな る と融雪水と共にH ÷

などの イオン 類は流出して ， 特に ， H ＋
によっ て 土壌 ， 湖沼な どの

pH が一時的に低下するア シ ッ ドシ ョ ッ ク現象が生 じるこ とが ある と言われて い る。そこ で ， 降雪地

帯にお ける積雪中の H ＋

の 挙動をつ い て 検討 した。調査は芸術 の 森を採取地点 として ， 全層や層別 に

積雪の採取を行い
， 得 られ たデ

ー
タ か ら調査期間 中に流 出 した H ＋

量（ueqfm2 ）や気 温 との 関係 ， 融

雪水の pH の推定 ， 層別の 蓄積された H ÷

量（ueq ！m2 ）の 経時変化などにつ い て報告す る 。

2 ．方法

　  調査期間 ： 1997年 2 月 19 日〜 4 月 2 日 （
’

96年度） と 1998年 2 月 18 日〜 3月 31 日（
’
97年度）

まで の 各 6 週間として ， ほぼ毎週水曜 日に積雪を採取 した 。   試料採取法 ： 資径 5．5cm
， 長 さ 1m

で 先端部 にテ
ーパ の付 い たス テ ン レ ス 製採取器 を用 い

， 積雪の 全層試料 と地表面か ら 10cm 毎に採取

す る層別試料をポ リ袋に採取 した。  前処理法 ： 各試料を室温 下で融解後 ， 0．45um の メ ンブ ラン フ

ィ ル ター
で ろ過 した 。   分析法 ： 酸性 雨の 分析 と同様 とした 。 なお ， 融解 した試料の 体積 と採取器

の 面積か ら求め た積雪水量 （mm ）とH ＋
当量濃度（ueqA ）の 積を積雪中の H ＋

蓄積量（ueq ！m2 ），また，流

出 した H ＋

量（ueq ！m2 ）をH ＋

流出量（ueq ！m2 ）とした。
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図 2 層 別 の 水素 イオン 蓄積 量
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